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　「山家岩戸神楽」は、毎年10月17日に山
家宝満宮で奉納される神事です。その起源は
古く、弘治3年（1557）ごろから始まった
とされています。昭和51年（1976）には、
筑紫野市無形民俗文化財に指定され、現在は
「山家岩戸神楽保存会」によって守り伝えられ
ています。神楽の演目は、全部で18番あり、
その内、現在は13番が奉納されています。
� （筑紫野市歴史博物館 寄贈）

筑紫野市無形民俗文化財
山家岩戸神楽
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筑 紫 野 市 シ ニ ア 連筑 紫 野 市 シ ニ ア 連 第 87号（2）第 87号（2）令和 5年 1月 1日令和 5年 1月 1日

私たちは筑紫野市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

創
立
50
周
年
の
節
目
も

　
　
　
　
コ
ロ
ナ
と
共
存

筑
紫
野
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　
　
　

会
長　

小
川　

豊　

と
も
に
支
え
合
い
の

�

地
域
づ
く
り
を

�

筑
紫
野
市
長　

藤
田　

陽
三

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
お
健
や
か

に
新
春
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た

こ
と
と
お
喜
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
か
ら
単
位
ク
ラ

ブ
活
動
や
、
当
連
合
会
の
事
業

推
進
に
あ
た
り
、
格
別
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼

申
し
あ
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
4
月
1
日
に
当

会
は
創
立
50
周
年
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
50
周
年
を
記
念
し
た
事
業

と
し
て
、11
月
の
「
シ
ニ
ア
祭
り
」

を
拡
充
実
施
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。「
シ
ニ
ア
祭
り
」
も
こ

こ
3
年
間
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
中

止
し
て
お
り
、
今
年
こ
そ
コ
ロ

ナ
と
共
存
し
つ
つ
ぜ
ひ
実
行
し

た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
も
「
生

き
が
い
づ
く
り
」

「
健
康
づ
く
り
」

「
仲
間
づ
く
り
」

「
地
域
づ
く
り
」

の
四
本
柱
の
諸

施
策
を
推
進
す

る
事
業
へ
の
取
り
組
み
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
今
年
も
会
員
の
皆
様

が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
負

け
ず
、
毎
日
を
元
気
に
過
ご
せ
る

こ
と
を
祈
念
し
ま
し
て
、
年
頭

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

筑
紫
野
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合

会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

令
和
５
年
の
よ
き
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

重
ね
て
、
筑
紫
野
市
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
連
合
会
創
立
50
周
年
誠
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
「
健
康
、
友
愛
、
奉
仕
」
の
精
神

に
も
と
づ
く
皆
様
の
日
々
の
活
動

は
、
本
市
の
支
え
合
い
の
地
域
づ

く
り
と
歩
み
を
と
も
に
し
な
が
ら
、

地
域
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
皆

様
が
紡
い
で
こ
ら
れ
た
歴
史
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
地
域
で
の
支
え

合
い
の
暮
ら
し
「
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
」
の
推
進
に
向
け
て
お

力
添
え
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
も
皆
様
に
と
り

ま
し
て
、
健
康
で
幸
多
き
年
と
な

り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
筑
紫
野
市
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
連
合
会
の
ま
す
ま
す
の
ご

発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
私

の
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。



筑 紫 野 市 シ ニ ア 連筑 紫 野 市 シ ニ ア 連（3）第 87号（3）第 87号 令和 5年 1月 1日令和 5年 1月 1日

私たちは筑紫野市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

筑
紫
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

�

会
長　

岡
部　

征
紘

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

�

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を

筑
紫
野
市
議
会

�

議
長　

髙
原　

良
視

豊
か
な
経
験
と
知
識
で

�

福
祉
の
牽
引
役
に

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

筑
紫
野
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合

会
の
皆
様
に
は
、
清
々
し
い
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

皆
様
方
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
生
き
が
い
づ
く
り

や
健
康
づ
く
り
、
更
に
は
見
守
り

や
文
化
活
動
等
を
通
じ
地
域
の
活

性
化
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
対
し
、
改
め
て
敬
意
を
表

し
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
我
が
国
で
は
、
少
子
高
齢

化
や
人
口
減
少
に
よ
り
地
域
社
会

の
変
容
が
進
み
、
２
０
４
２
年
に

は
高
齢
者
の
人
口
が
ピ
ー
ク
を
迎

え
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
高

齢
者
が
、
そ
の
人
ら
し
く
い
き
い

き
と
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
づ
く
り

を
進
め
る
こ
と
が
肝
要
だ
と
存
じ

ま
す
。
介
護
予
防
や
健
康
寿
命
の

延
伸
に
よ
っ
て
地
域
の
活
力
を
維

持
す
る
と
と
も
に
、
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進
に
つ
い
て
も
、

筑
紫
野
市
と
協
働
し
、
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
連
合
会
の
皆
様
と
も
連
携
を

と
り
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
は
筑
紫
野
市
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
設
立
50
周

年
と
い
う
節
目
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
更
な
る
ご
発
展
と
併
せ
て
、

皆
様
に
と
っ
て
幸
多
き
素
晴
ら
し

い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
申

し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

新
年
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

筑
紫
野
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合

会
の
皆
様
に
は
、
お
健
や
か
な
初

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
創
立
50
周
年
を
迎
え
ら

れ
ま
し
た
こ
と
、
誠
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

筑
紫
野
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合

会
な
ら
び
に
単
位
ク
ラ
ブ
会
員
の

皆
様
に
は
「
伸
ば
そ
う
！
健
康
寿

命
。
担
お
う
！
地
域
づ
く
り
を
」

を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、
互
い
に
助

け
合
い
な
が
ら
、
ゆ
と
り
と
う
る

お
い
、
安
ら
ぎ
に
満
ち
た
心
豊
か

な
地
域
づ
く
り
や
高
齢
者
の
生
き

が
い
と
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本

年
も
、
豊
か
な
経
験
、
知
識
を
生

か
し
て
い
た
だ
き
、
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
の
み
な
ら
ず
、
地
域
全
体
の
福

祉
の
牽
引
役
と
な
っ
て
ご
活
躍
い

た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
貴
連
合
会
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
、
幸
多
い

年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
ご
祈

念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



筑 紫 野 市 シ ニ ア 連筑 紫 野 市 シ ニ ア 連 第 87号（4）第 87号（4）令和 5年 1月 1日令和 5年 1月 1日

私たちは筑紫野市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

市シニア連　秋季ゲートボール大会 市シニア連　秋季ペタンク大会

　

残
暑
の
厳
し
い
9
月
9
日
（
金
）、

諸
田
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
24
チ
ー

ム
98
名
が
参
加
の
も
と
秋
季
ペ
タ
ン

ク
大
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
大
会
に
関
し
て
は
、
参
加
さ
れ

た
チ
ー
ム
は
熟
練
者
が
多
く
、
投
球

技
術
に
味
が
あ
る
人
が
多
く
い
ま
し

た
。
最
後
に
は
、
市
制
施
行
50
周
年

大
会
と
し
て
、
豪
華
な
景
品
つ
き
の

く
じ
引
き
抽
選
会
を
実
施
し
、
皆
さ

ん
笑
顔
で
無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

な
お
大
会
の
結
果
は
二
日
市
地
区

の
大
坪
チ
ー
ム
が
優
勝
。
二
日
市
地

　

10
月
11
日
（
月
）
に
秋
季
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
行
い
ま
し

た
。

　

今
回
も
、
参
加
チ
ー
ム
は
4

チ
ー
ム
20
名
、
年
々
競
技
人
口

が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
の

が
気
が
か
り
で
す
が
、
今
大
会

に
は
助
っ
人
と
し
て
体
育
部
員

か
ら
2
名
入
り
ま
し
た
。

　

熱
戦
の
末
、
全
チ
ー
ム
1
勝

1
敗
で
勝
ち
負
け
は
同
じ
だ
っ

た
た
め
、
得
失
点
差
の
判
定
で

俗
明
院
チ
ー
ム
が
優
勝
し
、
見

事
3
連
覇
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
、
ね
ん
り
ん
ス
ポ

区
は
連
続
で
優
勝
チ
ー
ム
が
出
ま
し

た
。
次
回
は
他
の
地
区
も
優
勝
で
き

る
よ
う
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

順　位 地区名地区名 チーム名

優　勝 二日市 A 大　坪

準優勝 二日市 B 武　蔵

第３位 筑紫南 D 原　田

第４位 二日市 C 塔　原

第 5 位 二日市 D 上古賀

第 6 位 二日市 F 六　反

第 7 位 御　笠 B みかさ台

第 8 位 筑紫南 B 光が丘 B

第 9 位 筑紫南 A 光が丘 A

第 10 位 二日市 E 曙　町

大会結大会結果果

実力発揮し俗明院が 3連覇実力発揮し俗明院が 3連覇

順　位 チーム名

優　勝 俗明院

準優勝 美　咲

第３位 美しが丘南

第４位 紫ヶ丘

大会結大会結果果
ー
ツ
文
化
祭
大
会
を
兼
ね
て
い

た
の
で
、
優
勝
チ
ー
ム
に
賞
状
、

最
高
齢
者
で
あ
る
萩
尾
靖
弘
さ

ん
・
中
野
亜
子
さ
ん
に
は
賞
状

と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

入
賞
者
の
皆
さ
ん
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

熱戦制し大坪チーム優勝熱戦制し大坪チーム優勝 体
育
部

体
育
部



筑 紫 野 市 シ ニ ア 連筑 紫 野 市 シ ニ ア 連（5）第 87号（5）第 87号 令和 5年 1月 1日令和 5年 1月 1日

私たちは筑紫野市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

　

11
月
11
日
（
金
）、
諸
田
多
目
的

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
、
令
和
4
年
度
の

筑
紫
野
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

三
大
イ
ベ
ン
ト
の
最
後
を
飾
っ
て
、

秋
季
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
3
コ
ー
ト
で
行
い
ま
し

た
が
、
1
組
が
8
、
9
名
に
な
っ
た

た
め
、
ゲ
ー
ム
進
行
に
時
間
が
か

か
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う

な
中
で
も
白
熱
し
た
試
合
展
開
が

行
わ
れ
、
見
事
優
勝
し
た
の
は
男
性

の
部
で
中
村
和
正
さ
ん
（
針
摺
東
）、

女
性
の
部
で
は
脇
山
憲
子
さ
ん
（
東

吉
木
）
で
し
た
。
ま
た
今
大
会
は
、

市
制
施
行
50
周
年
大
会
と
掲
げ
た

大会結果大会結果（敬称略）

順　位 氏　名

優　勝 脇山 　憲子

準優勝 吉永 　照子

第３位 大平 　安子

第４位 小林 カズ子

第５位 安達 　幸子

【女性】【女性】【男性】【男性】
順　位 氏　名

優　勝 中村 　和正

準優勝 奥田 　頼信

第３位 山内 　幸雄

第４位 井上 　政敏

第５位 丸山 　関雄

参加者 184 名（男性 121 名　女性 63 名）参加者 184 名（男性 121 名　女性 63 名）

市シニア連　秋季グラウンド・ゴルフ大会

ベ
ス
ト
ス
コ
ア
賞
に
中
村
和
正
氏

ベ
ス
ト
ス
コ
ア
賞
に
中
村
和
正
氏（
針
摺
東
）

（
針
摺
東
）

た
め
賞
品
を
多
く
用
意
し
、
競
技
後

の
抽
選
会
は
大
変
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

　

皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
今
年
1

年
間
の
体
育
部
の
行
事
を
全
て
終

わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
体
育
部

員
の
皆
さ
ん
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
と

と
も
に
、
参
加
さ
れ
た
会
員
の
皆
さ

ん
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

中村　和正氏
（二日市東地区）

ベストスコア賞

自己ベストを目指して

体
育
部

体
育
部

総打数：中村和正さん 54 打　脇山憲子さん 59 打総打数：中村和正さん 54 打　脇山憲子さん 59 打



筑 紫 野 市 シ ニ ア 連筑 紫 野 市 シ ニ ア 連 第 87号（6）第 87号（6）令和 5年 1月 1日令和 5年 1月 1日

私たちは筑紫野市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

市シニア連 女性部ペタンク大会
　

10
月
14
日
（
金
）、
卓
球
や
バ

レ
ー
に
代
わ
っ
て
行
わ
れ
た
女

性
部
ペ
タ
ン
ク
大
会
で
す
が
、
当

日
は
天
気
に
恵
ま
れ
、
絶
好
の
ペ

タ
ン
ク
日
和
で
し
た
。

　

は
じ
め
に
開
会
式
で
は
、
小

川
会
長
の
あ
い
さ
つ
で
ア
ン
ト

ニ
オ
猪
木
の
「
1
、
2
、
3
、
ダ

ー
ッ
！
」
の
気
合
い
入
れ
が
あ

り
、
全
員
の
気
が
引
き
締
ま
り
ま

し
た
。
ち
な
み
に
、
ペ
タ
ン
ク
の

道
具
と
体
育
部
員
の
ユ
ニ
フ
ォ

ー
ム
を
購
入
し
た
た
め
、
今
回
か

ら
大
会
時
に
使
用
す
る
こ
と
に

な
り
、
大
会
に
関
し
て
も
審
判
は

体
育
部
員
が
、
ス
コ
ア
カ
ー
ド
は

女
性
部
で
行
い
ま
し
た
。
競
技
で

は
、
各
ク
ラ
ブ
と
も
回
を
重
ね
る

ご
と
に
上
手
く
な
り
、
接
戦
の
ゲ

ー
ム
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

大
会
の
結
果
、
今
大
会
は
二
日

市
東
（
む
さ
し
ヶ
丘
）
チ
ー
ム
が

優
勝
。
筑
紫
地
区
や
三
笠
地
区

は
、
大
変
頑
張
っ
て
上
位
入
賞
に

な
り
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
選
手
の
皆
さ
ん
、

お
疲
れ
様
で
し
た
。
ま
た
、
ス
タ

ッ
フ
と
し
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ

っ
た
体
育
部
員
や
女
性
部
の
皆

さ
ん
も
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し

た
。
な
お
、
こ
の
ペ
タ
ン
ク
大
会

は
、
女
性
部
の
行
事
と
し
て
今
後

計
画
し
て
い
く
予
定
で
す
。

順　位 地区名地区名 クラブ名

優　勝 二日市東 むさしヶ丘

準優勝 筑　紫 永　岡

第３位 御　笠 天山 A

第４位 筑　紫 下　見

第 5 位 御　笠 上阿志岐東

第 6 位 御　笠 みかさ台

第 7 位 筑紫南 美しが丘北 A

第 8 位 二日市東 旭　東

第 9 位 二日市 塔　原

第 10 位 二日市 次　田

大会結大会結果果

むさしヶ丘が栄冠に輝くむさしヶ丘が栄冠に輝く

コイン募金のお礼

子育て支援のため寄付
　筑紫野市シニアクラブ連合会では、コイン募
金活動をお願いしています。このたび「特定非
営利活動法人チャイルドケアセンター」を通じ
て「子ども食堂」へ寄付いたしました。
　また、本年も会員皆様のご協力をよろしくお
願いいたします。� （女性部一同）

女
性
部

女
性
部



筑 紫 野 市 シ ニ ア 連筑 紫 野 市 シ ニ ア 連（7）第 87号（7）第 87号 令和 5年 1月 1日令和 5年 1月 1日

私たちは筑紫野市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

　

10
月
7
日
（
金
）、
カ
ミ
ー
リ

ヤ
視
聴
覚
室
に
て
秋
季
囲
碁
大
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
39
名
が
参
加
し
、
白

熱
の
頭
脳
戦
を
展
開
。
参
加
者
の

皆
さ
ん
は
集
中
力
を
切
ら
さ
ず
、

次
の
一
手
を
考
え
て
打
ち
、
会
場

3939
名
に
よ
る
白
熱
の
頭
脳
戦

名
に
よ
る
白
熱
の
頭
脳
戦

市
シ
ニ
ア
連 

秋
季
囲
碁
大
会は

囲
碁
を
打
つ
音
だ
け
が
響
い
て

い
ま
し
た
。

　

大
会
の
結
果
、
Ａ
パ
ー
ト
は
光

が
丘
の
久
保
田
清
さ
ん
（
85
）、

Ｂ
パ
ー
ト
は
大
坪
町
の
近
藤
紘
之

さ
ん
（
78
）
の
優
勝
で
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。
ぜ
ひ
次
回
は
新
春
囲
碁

大
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、

参
加
し
た
こ
と
が
な
い
方
も
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

大 会 結 果

（敬称略）

Aパート
優　勝 四　段 久保田 　清 光が丘
準優勝 七　段 内場 　高広 石　崎
第3位 三　段 南嶋 　久義 上古賀

Bパート
優　勝 二　段 近藤 　紘之 大坪町
準優勝 二　段 古代 　勝利 針摺東
第３位 初　段 安達 　時雄 むさしヶ丘

　Bパート優勝	　　 　Aパート優勝
近藤紘之さん（78）　久保田清さん（85）

　下記の通り春季囲碁大会を開
催します。多くの方のご参加を
お待ちしています。初心者の方
も大歓迎です！ふるってご参加
ください。

春季囲碁大会の春季囲碁大会の
ご案内ご案内

【日　時】 （予定）
令和5年4月21日（金）

【会　場】
カミーリヤ視聴覚室

【受　付】
8：30 〜（9：00 開始）

★ 申込締切日 ★
令和5年4月14日（金）
※お申し込みは、各単位クラブの
会長へご連絡ください

文
教
部

文
教
部



第 87号（8）令和 5年 1月 1日 筑 紫 野 市 シ ニ ア 連

9 月 15 日〜 21 日　老人週間9 月 15 日〜 21 日　老人週間

二日市地区二日市地区

針　摺針　摺

俗明院俗明院 紫紫

紫ケ丘紫ケ丘

二日市東地区二日市東地区

松ヶ浦松ヶ浦

若　中若　中

次　田次　田

大　坪大　坪

上古賀上古賀

大　門大　門

鳥　居鳥　居
天拝坂天拝坂

塔　原塔　原

湯　町湯　町

武　蔵武　蔵

本　町本　町

曙　町曙　町

六　反六　反

京町北京町北

旭　東旭　東

　今年度も地域へ日頃の感謝を込めて清掃活動等を実施しました。来年度も会員で協力して取り組
んでまいりますので、皆さんのご参加をよろしくお願いします。

全国一斉社会奉仕の日

清掃活動で地域へ感謝届ける清掃活動で地域へ感謝届ける

針摺東針摺東



（9）第 87号 令和 5年 1月 1日筑 紫 野 市 シ ニ ア 連

牛　島牛　島

原原

下阿志岐下阿志岐
上阿志岐西上阿志岐西

上阿志岐東上阿志岐東

西吉木西吉木

中阿志岐中阿志岐

大　石大　石

天　山天　山

東吉木東吉木

御笠地区御笠地区

下　見下　見桜　台桜　台

筑紫第 3筑紫第 3ちくしちくし 永　岡永　岡

若　江若　江

筑紫駅前通り筑紫駅前通り

筑紫地区筑紫地区

みかさ台みかさ台

山家地区山家地区

山家中央山家中央 光が丘光が丘 西小田西小田

美しが丘南美しが丘南

隈隈

筑紫南地区筑紫南地区



筑 紫 野 市 シ ニ ア 連筑 紫 野 市 シ ニ ア 連 第 87号（10）第 87号（10）令和 5年 1月 1日令和 5年 1月 1日

私たちは筑紫野市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

県
大
会
出
場
し
健
闘

　

爽
や
か
な
秋
空
が
広
が
る
10
月

25
日
（
火
）、
諸
田
多
目
的
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
て
、
市
シ
ニ
ア
連
秋
季

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
出
場

者
選
考
会
を
兼
ね
た
地
区
大
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

本
大
会
は
、
会
員
の
健
康
維
持

増
進
な
ら
び
に
単
位
ク
ラ
ブ
間
の

融
和
と
会
員
間
の
親
睦
を
深
め
る

た
め
に
実
施
し
て
お
り
、
傘
下
15

単
位
ク
ラ
ブ
中
10
ク
ラ
ブ
68
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
か
ら
「
2
ラ
ウ
ン
ド
を
3

ラ
ウ
ン
ド
に

変
更
」「
入
賞

者
を
5
位
ま

で
か
ら
10
位

ま
で
に
変
更
」

「
各
グ
ル
ー

プ
の
リ
ー
ダ

ー
は
前
大
会

の
成
績
順
に

任
命
」
な
ど
、

地区・単位クラブ活動通信地区・単位クラブ活動通信

地
区
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
秋
季
大
会

入
賞
に
笑
顔
、市
大
会
め
ざ
し
全
力 ７

４
９
名

会
員
数

二
日
市
地
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

【
会
長　

島
村　

紀
生
】

二日市

　

二
日
市
地
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
で

は
、
市
シ
ニ
ア
連
を
代
表
し
て
県

老
連
主
催
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
大
会
と
ペ
タ
ン
ク
大
会
に
そ
れ

ぞ
れ
4
名
ず
つ
出
場
し
ま
し
た
。

　

9
月
15
日
（
木
）、
遠
賀
郡
岡

垣
町
の
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

て
第
33
回
県
老
連
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
、
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た

が
、
他
地
区
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
を

痛
感
す
る
ば
か
り

で
、
上
位
入
賞
は

果
た
せ
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

10
月
5
日
（
水
）
に
小
郡
市
大
崎

の
た
な
ば
た
地
域
運
動
広
場
に
て

開
催
さ
れ
た
第
33
回
ペ
タ
ン
ク
大

会
に
は
、
市
シ
ニ
ア
連
春
季
大
会
で

優
勝
し
た
六
反
チ
ー
ム（
右
田
忠
治
・

花
田
清
敏
・
村
岡
満
治
・
小
谷
ミ
サ

子
）
が
出
場
し
ま
し
た
が
、
10
ブ
ロ

ッ
ク
に
別
れ
た
予
選
リ
ー
グ
戦
で

勝
ち
残
れ
ず
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

に
は
進
出
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

◆
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

◆
ペ
タ
ン
ク
大
会

従
来
の
大
会
と
は
運
営
方
法
を
変

え
実
施
。

　

そ
の
結
果
、
競
技
数
が
1
ラ
ウ

ン
ド
増
え
、
入
賞
者
数
が
増
え
、

女
性
リ
ー
ダ
ー
が
増
え
、
例
年
以

上
に
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲

気
の
な
か
、
市
シ
ニ
ア
連
大
会
の

出
場
枠
を
か
け
、
大
変
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

【大会結果】
順　位 氏　名 クラブ名クラブ名

優　勝 冨田 　信之 天拝坂

準優勝 斉田 　由子 大　坪

第３位 若狭 　槌人 曙　町

第４位 斉田 　　裕 塔　原

第５位 右田 　忠治 六　反

第 6 位 筬島 　章允 天拝坂

第 7 位 花田 　清敏 六　反

第 8 位 島村 　紀生 曙　町

第 9 位 渡邉 　英敏 曙　町

第10位 松本 　義文 六　反

若狭 　槌人 ( 曙町 )
斉田 　由子 ( 大坪 )
中谷 　英雄 ( 六反 )

【順不同】

7番ホールインワン
達成者

選手の皆さんを激励する開会式選手の皆さんを激励する開会式

入賞者へ賞金の授与入賞者へ賞金の授与



筑 紫 野 市 シ ニ ア 連筑 紫 野 市 シ ニ ア 連（11）第 87号（11）第 87号 令和 5年 1月 1日令和 5年 1月 1日

私たちは筑紫野市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

65名会員数【会長　島村　紀生】

曙町シニアクラブ二日市3
年
ぶ
り
に
実
施

�

日
帰
り
旅
行

　

秋
晴
れ
の
爽
や
か
な
10
月
21
日

（
金
）、
3
年
ぶ
り
に
日
帰
り
旅
行

を
実
施
し
、
筑
前
町
の
花
立
山
温

泉
へ
行
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
旅
行
は
隣
町
の
近
場
で

す
が
、
花
立
山
温
泉
は
、
こ
の
た

び
市
シ
ニ
ア
連
と
特
別
宴
会
プ
ラ

ン
の
協
定
を
結
び
、
活
用
す
る
の

は
今
回
初
め
て
で
し
た
。
当
ク
ラ

ブ
で
は
、
こ
れ
ま
で
毎
年
、
春
と

地区・単位クラブ活動通信地区・単位クラブ活動通信

秋
の
年
2
回
日
帰
り

旅
行
を
実
施
し
て
い

ま
し
た
が
、
約
3
年

に
お
よ
ぶ
コ
ロ
ナ
禍

の
中
、
旅
行
解
禁
と

な
っ
た
こ
と
を
機
会

に
今
回
企
画
し
ま
し

た
。

　

こ
う
い
っ
た
時
期

で
も
あ
り
参
加
者
は

少
な
い
の
で
は
な
い

か
と
心
配
し
て
お
り

ま
し
た
が
、23
名
（
男

性
12
名
・
女
性
11
名
）

の
参
加
が
あ
り
、
想

定
外
で
し
た
。 

　

当
日
は
、
曙
町
公
民
館
の
駐
車

場
を
集
合
場
所
と
し
ま
し
た
が
、

受
付
時
間
前
か
ら
多
く
の
会
員
が

集
ま
り
、
温
泉
館
の
迎
え
の
バ
ス

に
乗
り
定
刻
に
出
発
。
バ
ス
の
中

で
は
参
加
者
全
員
が
当

た
る
大
抽
選
会
が
あ

り
、
受
け
取
っ
た
景
品

に
そ
れ
ぞ
れ
一
喜
一
憂

し
ま
し
た
。

　

温
泉
館
に
到
着
後

は
、
ま
ず
温
泉
に
浸
り
、

参
加
者
全
員
の
記
念
撮

影
を
終
え
、
親
睦
会
の
開
宴
で
す
。

会
席
料
理
「
花
籠
御
膳
」
は
予
想

以
上
の
質
と
量
に
全
員
が
大
満
足
。

ア
ル
コ
ー
ル
も
進
み
、
皆
さ
ん
お

待
ち
か
ね
の
カ
ラ
オ
ケ
の
時
間
で

す
。
司
会
の
役
員
が
か
ぶ
り
も
の

を
つ
け
登
場
し
、
シ
ョ
ー
タ
イ
ム

の
始
ま
り
で
す
。
歌
い
手
も
あ
ら

か
じ
め
準
備
さ
れ
た
か
ぶ
り
物
や

小
道
具
を
身
に
つ
け
て
元
気
に
歌

い
ま
す
。
歌
の
ジ
ャ
ン
ル
は
、
演

歌
、
歌
謡
曲
、
懐
メ
ロ
と
様
々
で

盛
り
だ
く
さ
ん
で
、
楽
し
い
時
間

は
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。
と
き

わ
会
の
定
番
曲
「
ボ
ケ
な
い
小
唄
・

ボ
ケ
ま
す
小
唄
」（
座
敷
小
唄
の
替

え
歌
）
を
全
員
で
合
唱
し
て
お
開

き
に
な
り
ま
し
た
。 

　

帰
途
は
、
道
の
駅
「
筑
前
み
な

み
の
里
」
で
買
い
物
を
し
、
10
月

15
日
に
解
禁
と
な
っ
た
、名
物
「
ち

く
ち
ゃ
ん
ク
ロ
ダ
マ

ル
枝
豆
」
や
新
鮮
な

野
菜
、
果
物
、
新
米

な
ど
を
手
に
バ
ス
に

乗
り
込
み
ま
し
た
。

定
刻
通
り
、
無
事
に

公
民
館
駐
車
場
に
帰

着
し
ま
し
た
。 

カラオケで気分は最高潮カラオケで気分は最高潮

楽しかった 3 年ぶりの日帰り旅行楽しかった 3 年ぶりの日帰り旅行



筑 紫 野 市 シ ニ ア 連筑 紫 野 市 シ ニ ア 連 第 87号（12）第 87号（12）令和 5年 1月 1日令和 5年 1月 1日

私たちは筑紫野市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

　

当
ク
ラ
ブ
は
、
平
成
9
年
に
京

町
で
2
番
目
の
老
人
ク
ラ
ブ
と
し

て
「
北
友
会
」
の
名
称
で
会
員
約

60
名
で
発
足
し
ま
し
た
。
現
在
は

高
齢
化
も
あ
り
、
会
員
数
は
発
足

当
初
の
半
数
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

活
動
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
会
員
が

楽
し
み
、
地
域
の
方
に
喜
ん
で
も

ら
え
る
こ
と
を
実
行
す
る
こ
と
」

で
、
恒
例
行
事
と
し
て
は
、
年
度

初
め
の
総
会
や
夏
祭
り
へ
の
参
加
、

秋
の
バ
ス
旅
行
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

会
、
健
康
教
室
、
正
月
の
新
年
会
、

春
の
花
見
等
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
こ
3
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
大
流
行
で
、
会
員
が
集
う

こ
と
が
で
き
ず
、
一
切
の
行
事
を

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り

ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
感
染
予
防
を
当
面
の

役
目
と
し
て
、
会
員
へ
マ
ス
ク
や

手
指
消
毒
剤
を
配
布
し
た
り
、
家

に
こ
も
る
日
が
増
え
る
た
め
脳
ト

レ
本
を
配
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん

が
活
用
し
て
く
れ
て
い
る
か
は
分

か
り
ま
せ
ん
。

　

総
会
も
紙
上
評
決
と
な
り
、
新

年
会
は
、
切
餅
を
会
員
宅
に
配
る

こ
と
で
代
替
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
令
和
4
年
に
は
、
コ

ロ
ナ
の
流
れ
が
少
し
下
火
に
な
っ

て
き
た
の
で
、
3
月
に
朝
倉
・
う

き
は
へ
、
桜
の
花
見
バ
ス
旅
行
を

催
し
、
9
月
に
は
、
敬
老
会
の
代

わ
り
に
各
会
員
に
お
弁
当
を
届
け

ま
し
た
。

地区・単位クラブ活動通信地区・単位クラブ活動通信

25
名

会
員
数

京
町
北
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ（
北
友
会
）

【
会
長　

山
口　

正
純
】

二日市

　

中
で
も
、
京
町
公
園
清
掃
は
、
わ

が
ク
ラ
ブ
の
最
も
大
事
な
行
事
の

一
つ
で
、
年
5
～
6
回
実
施
し
て

い
ま
す
。
公
園
清
掃
を
継
続
す
る

こ
と
で
、
住
民
や
子
ど
も
、
学
生

た
ち
に
、
い
つ
ま
で
も
美
し
い
憩

い
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
、

少
し
は
役
に
立
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

作
業
中
は
、
会
員
同
士
の
近
況
を

報
告
し
合
う
機
会
と
な
り
、
交
流

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
当
ク
ラ
ブ
の
特
徴

は
、
囲
碁
同
好
の
方
が
多
い
こ
と

で
す
。
週
1
回
は
公
民
館
で
腕
を

競
い
合
い
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
に
は
日
経
大
も
あ
り
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
か
ら
の
女
子
学
生
も
見

か
け
ま
す
。
マ
ン
シ
ョ
ン
も
以
前

よ
り
も
増
え
、
世
代
交
代
が
進
ん

で
い
ま
す
が
、
な
ん
と
か
新
規
会

員
の
加
入
を
促
進
し
、
地
域
の
た

め
に
な
る
活
動
を
こ
れ
か
ら
も
継

続
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

会
員
も
地
域
も
笑
顔
に

定
期
的
に
公
園
清
掃

囲
碁
で
腕
試
し

活動継続し地域に貢献活動継続し地域に貢献



筑 紫 野 市 シ ニ ア 連筑 紫 野 市 シ ニ ア 連（13）第 87号（13）第 87号 令和 5年 1月 1日令和 5年 1月 1日

私たちは筑紫野市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

　11月12日（土）、豊満会の親睦旅行を実施し、
朝倉郡にある花立山温泉に行きました。
　温泉で疲れを癒やし、おいしい食事をいただき
ながら、みん
なで5名の米
寿会員のお祝
いも行いまし
た。

　豊満会のグラウンド・ゴルフサークルでは、
毎週月・金曜日にカミーリヤグラウンドにて練
習を行っています。参加者は総勢 30名で歴史
あるサークルです。
　中でもメンバーである中村和正さんは、11
月に行われた筑紫野市シニアクラブ連合会の秋
季グラウンド・ゴルフ大会にて見事、優勝を飾
る素晴らしい成績を残されました。

　10月 17 日（月）、コロナ禍のなか針摺東の
会長会合を 25名を定員とし開催しました。
　会合では、健康講座を行い、「フレイル予防」
をテーマにした講演をしていただきました。講
話に加え参加者全員で実際に頭と身体を楽しく
動かしたり、自宅でも簡単にできるフレイル予
防法を学びました。

健康講座 今からできるフレイル予防今からできるフレイル予防

グラウンド・ゴルフサークル

地区・単位クラブ活動通信地区・単位クラブ活動通信

針摺東シニアクラブ（豊満会）  95 名会員数【会長　長尾　龍雄】二日市東

中村和正さん優勝果たす中村和正さん優勝果たす仲間と 5名の米寿祝う仲間と 5名の米寿祝う

豊満会親睦旅行



第 87号（14）令和 5年 1月 1日 筑 紫 野 市 シ ニ ア 連

　

ち
く
し
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
で
は
、
新

緑
に
芽
吹
く
筑
紫
路
宝
満
川
沿
い

の
遊
歩
道
を
西
小
田
井
堰
よ
り
、
士

島
橋
ま
で
約
2
・
5
㌔
を
晴
天
に
恵

ま
れ
る
な
か
歩
き
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
士
島
橋
階
段
に
て
み
ん

な
で
昼
食
を

と
り
、
会
話

に
花
を
咲
か

せ
、
心
身
と

も
に
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
す
る

こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
気

持
ち
の
良
い

運
動
に
な
り

ま
し
た
。

　

往
復
距
離
約
4
㌔
の
リ
バ
ー
サ
イ

ド
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
永
岡
区
民
歩
こ

う
会
）
に
永
岡
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
会
員

23
名
も
参
加
し
ま
し
た
。

　

山
口
川
・
宝
満
川
の
爽
や
か
な
風

を
感
じ
な
が
ら
、
常
松
沿
道
・
諸
田

新
道
沿
い
の
花
畑
を
眺
め
、
区
の
役

員
の
方
々
よ
り
安
全
の
配
慮
を
し
て

い
た
だ
き
な
が
ら
楽
し
く
歩
き
ま
し

た
。
途
中
の
カ
ミ
ー
リ
ヤ
で
は
、
久

し
ぶ
り
に
会
員

同
士
で
お
し
ゃ

べ
り
を
楽
し
み
、

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

で
は
参
加
者
全

員
が
賞
品
を
手

に
し
笑
顔
あ
ふ

れ
る
ひ
と
と
き

と
な
り
ま
し
た
。

地区・単位クラブ活動通信地区・単位クラブ活動通信

歩
け
歩
け
運
動
報
告

歩
け
歩
け
運
動
報
告

筑　紫

ち
く
し
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

�

会
長　

牟
田　

正

筑　紫

永
岡
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

�

会
長　

馬
島　

静
子

新
緑
芽
吹
く
筑
紫
路

�

宝
満
川
沿
い
を
歩
く

足
取
り
軽
く

リ
バ
ー
サ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ク

◎
実
施
日
：
６
月
８
日
（
水
）

◎
場　

所
：
筑
紫
駅
前
側
宝
満
川
沿
遊
歩
道

◎
参
加
者
：
８
名
（
男
７
名
・
女
１
名
）

◎
実
施
日
：
10
月
30
日
（
日
）

◎
場　

所
：
カ
ミ
ー
リ
ヤ

◎
参
加
者
：
23
名
（
男
10
名
・
女
13
名
）

　

毎
年
恒
例
の
秋
季
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
大
会
を
、
今
年
は
船
小
屋

公
園
の
宿
（
昨
年
は
日
田
・
弁
財
天
）

で
行
い
ま
し
た
。

　

行
き
の
車
中
か
ら
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
な
ど
を
行
い
に
ぎ
わ
い
、
あ
っ
と

い
う
間
に
船
小
屋
に
到
着
。
下
車

す
る
と
す
ぐ
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
の
コ
ー
ス
に
向
か
い
4
班
に

分
か
れ
て
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し
た
。

　

コ
ー
ス
は
芝
が
伸
び
、
霜
も
あ

っ
た
た
め
ボ
ー
ル
が
ま
っ
た
く
飛

ば
ず
、
皆
さ
ん
悪
戦
苦
闘
。
お
か

げ
さ
ま
で
成
績
の
方
は
、
日
頃
の

ス
コ
ア
ー
よ
り
10
打
以
上
多
く
な

っ
て
い
ま
し
た
。

　

お
昼
の
懇
親
会
で
は
、
日
頃
食

べ
な
い
料
理
を
い
た
だ
き
、
皆
さ

ん
満
足
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

カ
ラ
オ
ケ
で
は
、
自
慢
の
美
声
を

各
自
が
披
露
し
、
盛
り
上
が
り
は

最
高
潮
に
。 

最
後
に
は
全
員
で
輪

に
な
っ
て
踊
り
ま
し
た
。

　

帰
り
は
田
主
丸
に
寄
り
イ
チ
ジ

ク
狩
り
を
行
い
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど

の
方
が
イ
チ
ジ
ク
狩
り
は
初
め
て

で
、
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。 

イ
チ

ジ
ク
の
試
食
も
た
く
さ
ん
し
、
参

加
者
全
員
が
た
く
さ
ん
購
入
を
し

て
帰
り
ま
し
た
。 

昨
年
は
柿
狩
り
、

今
年
は
イ
チ
ジ
ク
狩
り
を
行
っ
た

の
で
来
年
は
、
何
を
狩
り
に
行
く

か
、
今
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
運
転
手
さ
ん
の

安
全
運
転
で
無
事
に

筑
紫
に
帰
路
い
た
し

ま
し
た
。

58名会員数【会長　牟田　正

ちくしシニアクラブ（筑寿会）筑　紫秋
を
感
じ
て

Ｇ
Ｇ
と
イ
チ
ジ
ク
狩
り



筑 紫 野 市 シ ニ ア 連筑 紫 野 市 シ ニ ア 連（15）第 87号（15）第 87号 令和 5年 1月 1日令和 5年 1月 1日

私たちは筑紫野市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

　

こ
の
た
び
原
田
長
寿
会
で
は

ペ
タ
ン
ク
の
ク
ラ
ブ
を
作
り
ま

し
た
。

　

会
員
は
80
代
前
半
の
男
女
で

今
度
の
シ
ニ
ア
秋
季
ペ
タ
ン
ク

大
会
と
女
子
部
の
ペ
タ
ン
ク
大

会
へ
1
チ
ー
ム
出
し
た
い
と
思

い
、
7
月
の
下
旬
か
ら
毎
週
水

曜
日
午
前
中
10
時
よ
り
1
時
間
、

Ｊ
Ｒ
の
原
田
駅
前
の
公
園
で
練

習
を
し
て
い
ま
す
。

　

11
月
21
日
、
毎
年
恒
例
の

原
田
小
学
校
校
門
前
歩
道
の

花
植
え
を
行
い
ま
し
た
。
参

加
者
は
男
性
3
名
、
女
性
9

名
の
計
12
名
で
、
皆
さ
ん
手

際
よ
く
4
種
類
の
花
（
パ
ン

ジ
ー
、
ビ
オ
ラ
、
ノ
ー
ス
ポ

ー
ル
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
）
を

約
３
５
０
株
植
え
、
作
業
は

40
分
ほ
ど
で
終
了
し
ま
し
た
。

地区・単位クラブ活動通信地区・単位クラブ活動通信

107名会員数【会長　住吉　中

原田第1シニアクラブ筑紫南

156名会員数【会長　志田　正次

光が丘シニアクラブ（熟年の会）筑紫南

　

11
月
16
日
（
水
）
に
参
加

者
11
名
で
筑
紫
南
地
区
歩
け

歩
け
運
動
を
実
施
し
ま
し

た
。

　
恒
例
の
筑
紫
神
社
を
歩
き
、

境
内
で
お
祓
い
を
受
け
、
下

の
鳥
居
周
辺
で
食
事
を
し
ま

す
が
、
今
回
は
筑
紫
神
社
に

五
郎
山
古
墳
ま
で

�

元
気
に
完
歩

◎
実
施
日
：
11
月
16
日
（
水
）

◎
場　

所
：
五
郎
山
古
墳

◎
参
加
者
：
11
名
（
男
5
名
・
女
6
名
）

　

光
が
丘
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は
９
つ

の
同
好
会
を
主
体
に
構
成
さ
れ
て

お
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
特
に

活
発
に
活
動
し
て
い
る
同
好
会
の

一
つ
が
ゴ
ル
フ
同
好
会
で
す
。

　

会
員
数
は
32
名
、
最
年
少
65
歳

か
ら
最
年
長
は
86
歳
で
平
均
年
齢

は
74
・
3
歳
で
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー

を
杖
代
わ
り
に
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
年
に
７
回
の
コ
ン
ペ
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
終
了
後
は

公
民
館
で
懇
親
会
を
開
催
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
現
在
は
コ
ロ
ナ
の

た
め
中
止
し
て
お
り
寂
し
い
限
り

で
す
。
一
日
も
早
く
公
民
館
で
ワ

イ
ワ
イ
・
ガ
ヤ
ガ
ヤ
で
き
る
日
が

待
ち
遠
し
い
も
の
で
す
。

ペタンククラブ発足ペタンククラブ発足ナイスショットの声響くナイスショットの声響く

集
合
後
は
、
五
郎
山
古
墳
ま

で
歩
き
、
古
墳
下
の
広
場
で

食
事
を
し
ま
し
た
。

43
名

会
員
数

美
し
が
丘
南
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

【
会
長　

伊
藤　

嘉
裕
】

筑紫南歩
道
を
彩
る

�

4
種
の
花
々

◆
歩
け
歩
け
運
動

◆
花
植
え



第 87号（16）令和 5年 1月 1日 筑 紫 野 市 シ ニ ア 連

　

11
月
1
日
（
火
）、
日
帰
り
で
花

立
山
温
泉
に
旅
行
へ
行
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
参
加
者
は
、
男
性
19
名
、

女
性
24
名
の
計
43
名
で
、
待
ち
に
待

っ
た
3
年
ぶ
り
の
温
泉
旅
行
と
な
り

ま
し
た
。
当
日
は
、
宴
会
や
カ
ラ
オ

　

10
月
26
日
（
水
）、
御
笠
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
て
御
笠
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合

会
秋
季
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
男
性

40
名
女
性
27
名
の
計
67
名
で
、
秋
晴

れ
の
中
、
皆
さ
ん
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
存
分
に
発
揮
さ
れ
、
大
い
に
盛

地区・単位クラブ活動通信地区・単位クラブ活動通信

御
笠
地
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

【
会
長　

奥
園　

末
生
】

御　笠

２
８
５
名

会
員
数

　

9
月
29
日
（
木
）、
御
笠
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
セ
ン
タ
ー
視
聴
覚
室
に
て
教
養
講
座
を
開

催
し
ま
し
た
。
講
師
に
は
、
大
石
地
区
の
市

川
正
博
さ
ん
を
お
招
き
し
、
昭
和
14
年
の
筑

紫
大
旱
魃
と
明
治
６
年
の
筑
前
竹
槍
一
揆
に

つ
い
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

計
22
名
の
参
加
者
か
ら
は
「
筑
紫
地
区
は

川
、
堤
が
少
な
か
っ
た
の
か
な
」
と
い
う
声

や「
一
揆
参
加
者
の
処
罰
を
教
え
て
欲
し
い
」

な
ど
大
い
に
知
的
好
奇
心
を
く
す
ぐ
ら
れ
た

よ
う
で
し
た
。

秋
晴
れ
の
も
と

�

軽
快
に
ス
イ
ン
グ

り
上
が
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
毎
年
の
女
性
参
加

者
の
増
加
を
喜
ぶ
声
や
賞
品
の
多
さ

に
驚
く
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

筑
紫
地
区
の
歴
史
学
ぶ

◆
教
養
講
座

◆
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

歌
っ
て
笑
っ
て
大
盛
況
！

◆
日
帰
り
温
泉
旅
行

ケ
、
抽
選
会
等
を
行
い
、
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
み
ん
な
で
笑
い

合
い
、
楽
し
い
1
日
で
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
も
「
久
し

ぶ
り
に
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

て
、
楽
し
い
1
日
で
し
た
」「
抽
選

会
で
ワ
イ
ン
や
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ

ト
が
当
た
っ
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

と
て
も
満
足
し
ま
し

た
」
と
い
う
声
が
あ

が
り
、
次
回
も
実
施

で
き
る
よ
う
に
、
引

き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
徹
底
し
て
い
き

ま
す
。

おいしい食事に会話も弾むおいしい食事に会話も弾む

久しぶりにカラオケも久しぶりにカラオケも

表彰の様子表彰の様子

講座の様子講座の様子
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私たちは筑紫野市シニアクラブ連合会の活動を応援しています私たちは筑紫野市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

　
今
回
は
、
峠
の
茶
店
で
出
さ
れ

た
、
か
つ
て
の
名
物
「
し
ろ
お
こ

わ
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
山
家
地
区
は
、
長
崎
街
道
の
筑

前
６
宿
の
一
つ
で
、
街
道
が
3

つ
交
わ
る
交
通
の
要
衝
で
し
た
。

長
崎
街
道
を
飯
塚
市
方
面
に
進

む
と
、
最
大
の
難
所
と
さ
れ
た
冷

水
峠
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
頂
上
付

近
の
茶
店
で
だ
さ
れ
て
い
た
の

が
「
し
ろ
お
こ
わ
」
で
し
た
。

　

蒸
し
た
も
ち
米
に
鶏
肉
を
乗

せ
た
料
理
で
、
詳
し
い
材
料
や
調

理
法
な
ど
は
伝
わ
っ
て
い
ま
せ

ん
。
味
は
素
朴
で
す
が
、
甘
辛
い

　11 月 13 日（日）、山家
宿まつりが開催されまし
た。この行事は山家の魅力
を発信する場として定着し
ており、当日は大名行列で
会場は盛り上がりました。

山
家
名
物「
し
ろ
お
こ
わ
」

安
達　

幸
子

鶏
肉
が
お
い
し
く
、
少
し
煮
汁
が

し
み
た
お
こ
わ
で
す
。
う
る
ち
米

の
白
飯
と
は
全
く
違
う
弾
力
が

あ
り
、
噛
み
し
め
る
た
び
に
峠
を

越
え
る
力
が
み
な
ぎ
っ
て
く
る

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　
現
在
は
、
イ
ベ
ン
ト
等
で
作
り

販
売
を
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度

召
し
上
が
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

毎
年
１
月
の
第
１
土
曜
日
、

も
し
く
は
日
曜
日
に
ほ
う
け

ん
ぎ
ょ
う
を
行
い
ま
す
。

　

作
り
方
は
、
幅
３
㍍
の
四
角

の
型
を
杉
の
丸
太
で
５
段
に
積

み
ま
す
。
そ
の
真
ん
中
に
10
㍍

く
ら
い
の
竹
を
立
て
、
四
角
形

の
中
に
枯
れ
た
も
う
そ
う
竹
、

杉
の
丸
太
等
を
つ
め
、
四
角
形

の
ま
わ
り
に
小
笹
竹
を
置
き
、

丸
太
で
組
ん
だ
枠
が
見
え
な
い

よ
う
に
し
ま
す
。
と
う
ち
を
作

り
、
い
よ
い
よ
点
火
で
す
。

　

点
火
は
、
市
長
を
は
じ
め
地

域
の
関
連
団
体
の
代
表
者
に

点
火
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

6
時
30
分
に
点
火
。
真
っ
暗
の

中
、
空
に
向
か
っ
て
一
直
線
に

火
が
燃
え
上
が
り
ま
す
。
と
っ

て
も
優
雅
な
ひ
と
と
き
で
す
。

　

そ
の
後
は
、
お
神
酒
や
豚
汁

や
ぜ
ん
ざ
い
を
振
る
舞
っ
て

い
ま
す
。
大
き
な
鍋
で
豚
汁
や

ぜ
ん
ざ
い
を
作
り
ま
す
が
、
毎

回
あ
っ
と
い
う
間
に
な
く
な

り
ま
す
。

　

朝
が
早
い

行
事
で
す
が
、

そ
れ
で
も
毎

年
70
〜
80
名

の
参
加
が
あ

り
ま
す
。
機
会

が
あ
れ
ば
、
ぜ

ひ
一
度
見
に

来
ら
れ
ま
せ

ん
か
。

（
文
：
安
達　

幸
子
）

除
災
と
招
福
の
祈
り
を
こ
め
て

除
災
と
招
福
の
祈
り
を
こ
め
て

わが地区のわが地区の

名  物名  物

地区・単位クラブ活動通信地区・単位クラブ活動通信

大名行列で
� 地域の魅力発信

【山家宿まつり】

良い 1 年になることを願って良い 1 年になることを願って

甘辛い鶏肉が美味甘辛い鶏肉が美味

山
家
地
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

山　家

【
会
長　

坂
口　

忠
久
】

14
名

会
員
数
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随随
想想

私
の
戦
争
論
（
後
編
）

私
の
戦
争
論
（
後
編
）

�

髙
原
　
儀
雄

　

戦
後
の
70
数
年
間
、
ま
さ
し
く

激
変
の
時
代
で
あ
っ
た
。

　

戦
後
の
わ
が
国
と
い
え
ば
、
暖

衣
飽
食
に
し
て
、
か
つ
誰
も
彼
も

が
平
和
を
享
受
し
て
は
平
和
呆ぼ

け
し
、
年
々
歳
々
、
前さ
き

の
大
戦
も

も
は
や
遠
い
遠
い
過
去
の
出
来

事
で
し
か
な
い
。
記
憶
の
風
化
は

甚
だ
し
い
限
り
で
あ
る
。
そ
れ
で

い
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

蛇
足
な
が
ら
、
わ
が
国
の
大
戦

後
の
70
数
年
間
と
い
う
も
の
、
わ

が
国
は
一
貫
し
て
専
守
防
衛
に

徹
し
て
お
り
、
一
発
の
銃
弾
さ
え

発
っ
て
い
な
い
希
有
の
国
な
の

で
あ
る
。

　

戦
後
の
わ
が
国
は
、
常
に
平
和

外
交
に
努
め
て
は
平
和
国
家
を

目
指
し
、
開
か
れ
た
自
由
と
国
民

の
人
権
を
尊
重
し
て
い
る
。
そ
う

し
た
民
主
主
義
を
最
上
の
価
値

観
と
し
て
有
し
た
わ
が
国
で
あ

っ
た
。
そ
れ
は
今
も
変
っ
て
い
な

い
し
、
今
後
も
変
わ
る
こ
と
は
な

い
。

ナ
の
一
般
国
民
を
も
銃
撃
の
標

的
に
し
、
多
く
の
人
命
が
失
わ
れ

て
い
た
こ
と
だ
っ
た
。
子
ど
も
や

老
人
、
病
人
問
わ
ず
、
彼
ら
ロ
シ

ア
兵
た
ち
は
ま
る
で
獲
物
を
狙

う
ハ
ン
タ
ー
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の

行
く
と
こ
ろ
は
、
い
ず
れ
も
死
屍

累
々
悲
惨
極
ま
り
な
い
こ
の
世

の
地
獄
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
、
こ

う
し
た
戦
争
犯
罪
行
為
は
国
際

法
で
も
っ
て
制
裁
さ
れ
る
だ
ろ

う
。

　

さ
て
、
わ
が
国
に
と
っ
て
、
脅

威
と
な
っ
て
い
る
の
が
度
重
な

る
近
隣
国
か
ら
の
ミ
サ
イ
ル
発

射
で
あ
り
、
就
中
、
緊
迫
し
た
中
・

台
情
勢
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な

こ
と
か
ら
、
わ
が
国
は
国
家
予
算

を
増
額
し
て
は
防
衛
強
化
を
図

っ
て
き
て
い
る
の
だ
。
今
な
お
近

隣
国
か
ら
の
挑
発
は
や
む
こ
と

が
な
い
。

　

こ
う
し
た
こ
と
で
、
い
さ
さ
か

気
に
な
る
の
が
、
い
わ
ゆ
る
今

年
度
の
総
理
大
臣
の
所
信
表
明

で
あ
り
、
そ
の
中
の
「
敵
基
地
反

撃
論
」
で
あ
っ
た
。
当
初
は
「
敵

基
地
攻
撃
能
力
論
」
で
あ
っ
た

が
、
隣
国
か
ら
の
ミ
サ
イ
ル
威
嚇

に
対
し
て
な
の
か
「
敵
基
地
反

撃
論
」
に
言
い
方
を
替
え
て
し
ま

う
。
い
ず
れ
も
穏
や
か
な
表
現
と

は
い
い
が
た
い
。

　

さ
ら
に
さ
ら
に
、
気
に
な
る
の

が
、
台
湾
に
対
す
る
中
国
軍
に
よ

る
武
力
行
使
に
よ
る
威
嚇
で
あ

っ
た
。

　

い
ず
れ
も
わ
が
国
に
と
っ
て

そ
こ
に
あ
る
危
機
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
万
一
不
測
の
事
態
が
発

生
、
台
湾
海
峡
で
中
国
軍
と
台
湾

軍
と
が
戦
い
を
交
え
る
よ
う
な

こ
と
に
で
も
な
れ
、
一
大
事
で
あ

る
。
翻
っ
て
、
今
の
と
こ
ろ
双
方

と
も
自
制
に
努
め
て
い
て
、
中
国

軍
に
と
っ
て
威
嚇
の
み
で
あ
っ

た
。

　

も
し
、
台
湾
と
中
国
が
交
戦
に

及
べ
ば
、
む
し
ろ
そ
の
リ
ス
ク
が

大
き
い
の
が
中
国
側
も
そ
う
で

あ
る
。

　

な
ぜ
な
ら
ば
、
い
う
ま
で
も
な

く
中
国
は
わ
が
国
を
抜
い
て
世

界
第
２
位
の
経
済
大
国
だ
が
、
そ

れ
も
こ
れ
も
西
側
諸
国
と
の
輸

出
入
で
中
国
経
済
が
潤
う
る
お

っ
て
い

世
界
の
秩
序
を

�

損
ね
る
国
々

　

し
か
し
な
が
ら
、
世
界
は
分

裂
、
諸
国
の
中
に
は
軍
事
化
を
進

め
て
は
世
界
の
秩
序
を
損
ね
て

は
阻
害
す
る
独
善
的
な
国
も
少

な
く
な
い
。
北
朝
鮮
が
そ
の
典
型

で
あ
っ
た
。

　

い
や
い
や
、
ロ
シ
ア
に
至
っ

て
は
、
昨
年
の
２
月
早
々
か
ら

理
不
尽
な
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の

武
力
攻
撃
で
始
ま
り
、
世
界
中

が
震
撼
。
そ
れ
に
伴
い
、
国
際
秩

序
を
大
き
く
損
ね
て
い
る
。
そ
し

て
、
中
で
も
悲
惨
極
ま
り
な
い
の

が
、
ロ
シ
ア
兵
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
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る
か
ら
で
あ
っ
た
。

　

中
国
経
済
の
60
～
70
％
は
、
わ

が
国
や
ア
メ
リ
カ
と
の
経
済
関

係
に
あ
る
。
も
し
、
台
湾
海
峡
で

戦
火
と
も
な
れ
ば
、
そ
う
し
た
経

済
関
係
が
一
挙
に
崩
れ
去
っ
て

し
ま
う
。

ン
大
統
領
の
性
格
か
ら
考
え
て
、

狂
気
に
逸
っ
て
、
必
ず
や
核
に
手

を
つ
け
る
。
彼
に
と
っ
て
核
は
戦

略
上
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

重
要
な
兵
器
で
あ
り
、
核
を
使
い

た
く
て
う
ず
う
ず
し
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
。

　

わ
が
国
は
唯
一
の
被
爆
国
で

あ
る
。
被
爆
国
の
立
場
か
ら
声
を

大
に
し
て
核
兵
器
禁
止
を
訴
え

な
く
て
は
な
ら
な
い
の
だ
が
、
ど

う
い
う
訳
か
、
わ
が
国
は
被
爆
国

で
あ
り
な
が
ら
核
兵
器
使
用
禁

止
条
約
に
批
准
し
て
い
な
い
。
こ

れ
に
関
し
て
、
広
島
県
出
身
の
総

理
は
詭
弁
を
弄ろ
う

す
る
だ
け
で
何

と
も
歯
切
れ
が
悪
い
。

　

依
然
、
わ
が
国
は
ア
メ
リ
カ
の

傘
の
中
だ
が
、
も
し
一
朝
有
事
の

際
、
ア
メ
リ
カ
は
ど
こ
ま
で
わ

が
国
を
助
け
て

く
れ
る
の
か
ア

テ
に
な
ら
な
い
。

な
ぜ
な
ら
ば
、

ア
メ
リ
カ
の
国

力
は
年
を
追
っ

て
低
下
し
続
け

て
お
り
、
も
は

や
ア
メ
リ
カ
は
世
界
の
警
察
官

と
し
て
の
能
力
は
な
い
。
と
な
る

と
、
わ
が
国
は
将
来
再
び
核
の
洗

礼
を
受
け
か
ね
な
い
。
俗
に
言
う

二
度
あ
る
こ
と
は
三
度
あ
る
と

も
言
う
。

　

繰
り
返
す
が
、
私
た
ち
日
本
人

は
、
声
を
大
に
し
て
核
の
な
い
世

界
を
目
指
し
て
叫
ん
で
い
こ
う
。

プ
ー
チ
ン
大
統
領
に
一
片
の
良

心
が
あ
る
な
ら
ば
、
世
界
中
か
ら

聞
こ
え
て
く
る
核
廃
絶
の
声
が

彼
の
胸
に
も
届
く
や
も
し
れ
な

い
。
そ
れ
を
願
っ
て
訴
え
て
い
こ

う
。

　

も
と
よ
り
核
兵
器
を
使
い
そ

う
な
国
は
他
に
も
あ
る
が
、
あ
わ

せ
て
彼
等
に
も
「
核
で
の
戦
争
で

は
勝
利
者
は
い
な
い
」
と
い
う
こ

と
も
訴
え
て
い
こ
う
。
切
な
る
願

い
で
あ
る
。
い
つ
か
そ
の
願
い
は

必
ず
届
く
。
い
や
、
届
け
な
く
て

は
な
ら
な
い
。

小
さ
な
声
で
も

�
大
き
な
声
と
な
る

ロ
シ
ア
軍
に
よ
る

�

「
核
」の
使
用

　

な
る
ほ
ど
、
国
土
面
積
は
小
さ

く
て
も
世
界
一
の
シ
ェ
ア
を
誇

る
半
導
体
の
一
大
生
産
国
の
台

湾
で
あ
る
か
ら
し
て
中
国
側
に

と
っ
て
、
台
湾
憎
し
と
は
い
え
、

事
は
そ
う
簡
単
で
は
な
く
、
複
雑

で
あ
る
。
ま
た
、
台
湾
の
人
々
が

中
台
関
係
に
そ
れ
ほ
ど
緊
張
感

が
な
く
、
至
っ
て
平
穏
な
の
は
中

国
と
の
間
に
「
経
済
」
と
い
う
大

き
な
壁
が
存
在
し
て
い
る
か
ら

で
あ
っ
た
。
そ
れ
よ
り
も
、
か
ね

て
か
ら
気
に
か
か
っ
て
い
た
の

が
ロ
シ
ア
軍
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
で
の
「
核
」
の
使
用
で
あ
っ
た
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
長
期
と

な
り
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
思
う

通
り
に
進
ま
な
け
れ
ば
、
プ
ー
チ

❖ 椿山 88 号 投稿要項 ❖❖ 椿山 88 号 投稿要項 ❖
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投稿してください。短歌、俳句、五行歌、川柳などには
掲載の順番をつけてください。なお、専用の原稿用紙と
投稿箱はカミーリヤ内の市シニア連事務局にあります。
（原稿は各地区連の文教部会に提出ください。）

　令和5年8月１日発行の原稿を歓迎します。原稿はシ
ニアクラブやその仲間で行った諸活動報告や会員の日常
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※事務局は毎週火・金に開いています。
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随随
想想
妻
と
歩
い
た

妻
と
歩
い
た
5959
年年

永
岡
永
寿
会
　
阿
蘇
　
友
次

　

長
く
続
く
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
ド

リ
フ
タ
ー
ズ
の
志
村
け
ん
が
兄
の
顔

を
見
る
こ
と
も
で
き
ず
残
念
な
最
期

を
迎
え
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
で
そ
の
こ

と
を
知
っ
た
私
は
、
足
が
す
く
ん
だ

の
を
時
間
が
経
っ
た
今
で
も
鮮
明
に

覚
え
て
い
ま
す
。

　

私
の
妻
も
食
事
の
量
が
だ
ん
だ
ん

と
少
な
く
な
り
、
朝
倉
街
道
に
あ
る

内
科
に
通
う
日
が
多
く
な
り
ま
し

た
。

　

あ
る
日
、
病
院
の
先
生
か
ら
私
に

「
奥
さ
ん
の
病
気
の
件
で
来
て
く
だ

さ
い
」
と
電
話
が
あ
り
、
大
学
生
の

孫
に
運
転
し
て
も
ら
い
、
病
院
に
行

き
ま
し
た
。
当
日
は
、
病
院
は
混
ん

で
い
て
、
先
生
の
話
を
聞
く
時
点
で

1
時
を
と
う
に
過
ぎ
て
い
ま
し
た
。

今
か
ら
2
年
前
、
令
和
2
年
の
夏
の

こ
と
で
し
た
。

　

そ
の
時
の
話
で
は
、
奥
さ
ん
の
病

名
は
「
肺
気
腫
」
と
伝
え
ら
れ
ま
し

た
。
家
で
も
酸
素
ボ
ン
ベ
を
引
き
な

が
ら
の
生
活
が
約
半
年
続
い
て
い
た

た
め
、
私
は
毎
日
妻
の
体
を
心
配
し

て
い
ま
し
た
。
あ
る
日
の
先
生
の
話

の
中
で
、
今
晩
発
作
が
出
る
と
明
言

さ
れ
た
時
は
、
私
は
奥
歯
を
か
み
し

め
て
先
生
の
話
を
聞
き
、
病
が
そ
こ

ま
で
体
を
む
し
ば
ん
で
い
た
の
か
と

驚
き
ま
し
た
。

　

家
に
帰
っ
て
か
ら
、
先
生
の
話
を

妻
に
ゆ
っ
く
り
と
悟
し
た
も
の
の
、

夕
方
ま
で
は
心
配
す
る
よ
う
な
出
来

事
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
夜
の
10

時
半
過
ぎ
、
ト
イ
レ
に
た
っ
た
妻
に

ト
イ
レ
ま
で
８
㍍
く
ら
い
あ
る
の
で

注
意
す
る
よ
う
言
い
、
部
屋
か
ら
見

送
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
５
分
も
経
た
な
い
間

に
便
所
入
口
で
非
常
事
態
が
起
き
て

い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
慌
て

て
中
に
入
る
と
、
妻
は
用
を
終
え
た

ば
か
り
で
ま
だ
パ
ン
ツ
に
手
を
か
け

た
状
態
で
「
ご
め
ん
ネ
」
と
言
い
な

が
ら
私
の
手
を
強
く
握
り
し
め
ま
し

た
。
直
感
で
重
大
事
だ
な
と
思
い
ま

し
た
。

　

時
間
が
11
時
を
過
ぎ
て
い
た
の

で
、
明
日
早
朝
に
連
絡
を
す
る
と
い

う
考
え
を
振
り
払
い
、
病
院
へ
連
絡

し
ま
し
た
。
こ
の
時
ば
か
り
は
、
何

も
で
き
な
い
自
分
が
悔
し
か
っ
た
で

す
。
さ
い
わ
い
、
○
○
病
院
に
受
入

れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。ち
な
み
に
、

私
も
「
心
筋
梗
塞
」
に
な
り
10
年
前

の
時
も
◯
◯
病
院
で
し
た
。

随随
想想

　

病
院
か
ら
の
連
絡
で
は「
危
な
い
」

と
言
わ
れ
、
今
も
息
の
つ
ま
る
気
持

ち
を
は
っ
き
り
憶
え
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
は
、
本
人
の
生
命
力
だ
と
言

わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
現
代
医
学

の
力
と
先
生
の
お
力
添
え
を
い
た
だ

き
、
１
カ
月
後
に
は
○
○
病
院
に
移

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

夏
か
ら
秋
、冬
へ
と
季
節
が
変
り
、

令
和
2
年
に
な
り
、
1
月
よ
り
リ
モ

ー
ト
で
会
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
予
約
す
れ
ば
、
10
分
間
会

話
が
で
き
、
1
カ
月
2
回
は
許
さ
れ

ま
し
た
。

　

令
和
3
年
の
夏
で
私
も
頭
を
ケ
ガ

し
て
△
△
会
に
1
ヶ
月
入
院
。
8
月

31
日
に
退
院
が
決
ま
っ
て
い
ま
し
た

が
、
8
月
28
日
、
妻
が
亡
く
な
っ
た

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
長
女
夫
婦
が

私
に
変
わ
っ
て
お
通
夜
・
葬
式
を
し

て
く
れ
て
感
謝
で
し
た
。

阿蘇友次さん（右の写真）と
奥さんとお孫さん（左の写真）
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随随
想想

随随
想想

人
生
人
生
8888
年
を
振
り
返
っ
て

年
を
振
り
返
っ
て

山
家
地
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
　
満
生
　
省
三

　

昭
和
20
年
8
月
15
日
、
大
東
亜
戦

争
は
終
わ
り
ま
し
た
。

　

敗
戦
の
痛
手
か
ら
よ
う
や
く
立
ち

直
り
、
復
興
の
兆
し
が
見
え
た
始
め

た
昭
和
36
年
8
月
に
私
は
、
南
福
岡

自
動
車
学
校
に
通
い
、
自
動
車
免
許

を
取
得
し
ま
し
た
。
当
時
、
地
区
内

に
は
免
許
を
持
っ
た
人
は
数
人
し
か

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

昭
和
40
年
頃
か
ら
日
本
は
高
度
成

長
期
に
入
り
、
特
に
農
村
で
は
い
ち

早
く
機
械
化
が
進
み
ま
し
た
。
田
植

え
機
や
コ
ン
バ
イ
ン
、
ト
ラ
ク
タ
ー

が
導
入
さ
れ
、
仕
事
が
楽
に
な
り
余

裕
が
出
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
経

済
が
豊
か
に
な
り
、
生
活
が
安
定
す

る
と
、
み
ん
な
自
動
車
免
許
を
取
り
、

自
動
車
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
50
年
頃
か
ら
国
内
で
は
、
ゴ

ル
フ
ブ
ー
ム
が
起
こ
り
、
筑
紫
野
市

内
で
も
３
カ
所
の
ゴ
ル
フ
場
が
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
農
家
の
主
婦
も
働

き
に
出
始
め
、
私
も
上
西
山
の
ゴ
ル

フ
場
に
従
業
員
送
迎
の
バ
ス
の
運
転

手
と
し
て
就
職
し
ま
し
た
。

　

平
成
に
入
る
と
車
が
増
え

始
め
、
レ
ジ
ャ
ー
旅
行
を
楽

し
む
よ
う
に
な
り
、
家
庭
で

は
２
台
、
３
台
と
車
を
持
つ

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
車
な

し
で
は
生
活
が
で
き
な
い
車

社
会
と
な
っ
た
の
で
す
。

　

そ
の
後
、
筑
紫
安
全
運
転
管

理
部
会
の
役
員
に
。
各
地
の
事

業
所
を
訪
問
し
た
り
、
広
報
活

動
を
し
た
り
し
て
、
事
故
防
止

を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
私
は
、
20
数
年
務
め
た

ゴ
ル
フ
場
を
定
年
で
退
職
。そ
し
て
、

平
成
9
年
8
月
に
筑
紫
野
市
の
交
通

指
導
員
の
委
嘱
を
受
け
、
地
区
の
街

頭
に
立
ち
、
小
学
生
の
登
下
校
の
安

全
誘
導
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
市
、
警
察
、
安
全
協
会
は
、

合
同
で
年
間
行
事
と
し
て
、
春
・
夏
・

秋
・
年
末
交
通
安
全
県
民
運
動
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
。
交
通
指
導
員
も

協
会
の
会
員
と
し
て
積
極
的
に
参
加

し
、
運
動
を
盛
り
上
げ
て
き
ま
し

た
。
そ
こ
で
は
、
子
ど
も
と
高
齢
者

の
事
故
防
止
や
飲
酒
運
転
撲
滅
、
自

動
車
の
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
の
推

進
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
に
重
点
を

お
き
、
事
故
を
な
く
す
運
動
を
し
て

き
ま
し
た
。

　

私
は
、
交
通
指
導
員
、
協
会
の
役

員
と
し
て
、
実
に
50
年
以
上
に
わ
た

り
無
事
故
・
無
違
反
で
80
歳
ま
で
務

め
て
き
ま
し
た
。
ド
ラ
イ
バ
ー
が
交

通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
忠
実
に
守

り
、
安
全
運
転
を
心
が
け
て
運
動
す

れ
ば
、
事
故
は
絶
対
に
起
き
な
い
と

確
信
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
私
は
75
歳
か
ら
地
区
の

老
人
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
、
会
員
と
し

て
数
々
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
い

ま
す
。
周
り
の
皆
さ
ん
か
ら
若
さ
と

元
気
を
も
ら
い
、
友
人
を
作
り
、
詩

吟
や
カ
ラ
オ
ケ
を
歌
い
な
が
ら
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
み
ん

な
で
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
な
が
ら
余
生

を
送
っ
て
い
ま
す
。

米寿のお祝いの際の記念写真米寿のお祝いの際の記念写真

地域の安全を守っています！地域の安全を守っています！

山家地区の皆さんと事故防止を推進山家地区の皆さんと事故防止を推進
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歌
碑
歌
碑
・・
句
碑
句
碑
をを
歩
く
歩
く

湯
の
原
に

湯
の
原
に

鳴
く
鳴
く
葦葦あ

し
あ
し

田田たた

鶴鶴づづ

は
　
わ
が
ご
と
く

は
　
わ
が
ご
と
く

妹
に
恋
ふ
れ
や
　
時
わ
か
ず
鳴
く

妹
に
恋
ふ
れ
や
　
時
わ
か
ず
鳴
く

月
夜
よ
し
　
河
音
さ
や
け
し

月
夜
よ
し
　
河
音
さ
や
け
し

　
　
　
い
ざ
こ
こ
に

　
　
　
い
ざ
こ
こ
に

行
く
も
ゆ
か
ぬ
も
　
遊
び
て
ゆ
か
む

行
く
も
ゆ
か
ぬ
も
　
遊
び
て
ゆ
か
む

　

万
葉
の
昔
か
ら
政
治
と
文
化
の
要
所
と
し
て
栄
え
た
筑つ
く
し紫
。
多
く

の
歌
人
や
俳
人
が
ひ
と
と
き
の
歓
楽
を
詠
み
、
和
歌
や
俳
句
を
遺
し

て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
筑
紫
野
に
あ
る
、
歌
碑
や
句
碑
を
訪
ね
ご
紹
介
し
ま
す
。

つ
く
し
路
に
花
開
く
ロ
マ
ン

つ
く
し
路
に
花
開
く
ロ
マ
ン
万
葉
の
歌
人
た
ち

万
葉
の
歌
人
た
ち

第
一
回

【原　文】【原　文】
湯原尒　鳴蘆多頭者　如吾尒妹　戀哉　時不定鳴湯原尒　鳴蘆多頭者　如吾尒妹　戀哉　時不定鳴

【　訳　】【　訳　】
湯の原で鳴いている鶴は、私のように、亡き妻を恋い湯の原で鳴いている鶴は、私のように、亡き妻を恋い
慕うのであろうか。鳴きどおしに鳴いている。慕うのであろうか。鳴きどおしに鳴いている。

【作　者】【作　者】
大伴　旅人（おおともの　たびと）。大宰師（そつ）大大伴　旅人（おおともの　たびと）。大宰師（そつ）大
伴旅人が妻の大伴郎女を亡くした悲しさを歌った。伴旅人が妻の大伴郎女を亡くした悲しさを歌った。

【建設地】【建設地】
筑紫野市湯町 2 丁目 4 番 2 号 パープルホテル二日市前筑紫野市湯町 2 丁目 4 番 2 号 パープルホテル二日市前
〈注〉「日本古典文学大系」では「芦田鶴」は「葦鶴」〈注〉「日本古典文学大系」では「芦田鶴」は「葦鶴」

【原　文】【原　文】
月夜吉　河音清之　率此間　行毛不去毛　遊而将帰月夜吉　河音清之　率此間　行毛不去毛　遊而将帰

【　訳　】【　訳　】
照る月は明るく、河の水音は澄んではっきり聞こえる。照る月は明るく、河の水音は澄んではっきり聞こえる。
さあ、ここ蘆城野で、都へ帰る者も、大宰府に残る者さあ、ここ蘆城野で、都へ帰る者も、大宰府に残る者
も一緒に、心ゆくまで遊んでいこう。も一緒に、心ゆくまで遊んでいこう。

【作　者】【作　者】
大伴　四綱（おおともの　よつな）。防人佑（さきもり大伴　四綱（おおともの　よつな）。防人佑（さきもり
のすけ）大伴四綱が都へ帰る大宰師（そつ）大伴旅人のすけ）大伴四綱が都へ帰る大宰師（そつ）大伴旅人
を送る一首。を送る一首。

【建設地】【建設地】
筑紫野市大字阿志岐 278 番地 御笠運動広場入口筑紫野市大字阿志岐 278 番地 御笠運動広場入口

●筑紫野市商工観光課 発行『歌碑・句碑を歩く』より引用
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文芸文芸

スポンサーへのお礼

　このたびは「椿山」の発行にあたりま
して広告の掲載をいただき誠にありがと
うございました。
　本誌は、会員が豊かで幸せな生活を送
れるように願って発行いたしております。
　これからも末永きご厚誼、ご支援を賜
りますようお願い申しあげます。
筑紫野市シニアクラブ連合会
� 会　長　小川　豊

編 記後集

　明けましておめでとうございます。「椿山第 87 号」
をお届けします。
　今号は筑紫野市シニア連の各種スポーツ大会や社会
奉仕の日、また多くの地区・単位クラブ活動の様子を掲
載することができ、徐々にコロナ禍が落ち着いてきてい
るように感じます。しかし、まだ終息はしていないため、
会員の皆様につきましては、引き続きコロナ対策を徹
底のもと活動に励んでまいりましょう。� 文教部

会員文芸
【
五
【
五  

行行  

歌
】
歌
】

桜
台
ほ
の
ぼ
の
会
五
行
歌
の
会

桜
台
ほ
の
ぼ
の
会
五
行
歌
の
会

�

【
森
部
　
チ
エ
子
】

蝉
し
ぐ
れ

盛
夏
と
共
に

啼
き
終
わ
り

さ
ら
さ
れ
た
亡
骸
を

そ
っ
と
土
に
埋
め
る

久
し
振
り
の
唐
津

海
は
広
く
て
大
き
い

こ
れ
ま
で
を
回
想
し

砂
浜
を
歩
け
ば

足
跡
を
波
が
消
し
て
ゆ
く

テ
レ
ビ
で
流
れ
る

懐
か
し
の
メ
ロ
デ
ィ

昭
和
・
平
成
・
令
和
を

い
ま
だ
生
き
て

静
か
に
年
齢（
と
し
）は
流
れ
る

一
面
に
広
が
る

青
空
に
コ
ス
モ
ス

そ
の
美
し
さ
に

癒
し
を

風
が
運
ん
で
来
る

庭
先
の
エ
ゴ
の
花

咲
い
て
は
落
ち
て

白
の
絨
毯

踏
む
の
を
惜
し
み

遠
廻
り

満
開
の
桜
の
下

コ
ロ
ナ
に
敗
け
じ
と
G
・
G

外
国
で
は
戦
争

日
本
に
住
む
喜
び
を

玉
に
込
め
て
打
つ

老
い
と
は

ま
ろ
や
か
に
な
る
こ
と

物
事
の
悩
み
に
も

さ
ら
り
と
流
し

一
日
一
日
を
楽
し
く
生
き
よ
う

年
齢
を
重
ね
る
か
ら

老
い
る
の
で
は
な
く

理
想
・
夢
・
趣
味
等

前
向
き
な
人
生
を
失
し
た
時

年
を
と
る

�

【
氏
本
　
ツ
ギ
子
】

生
き
て
い
く

目
標
が
見
つ
か
っ
た
時

子
供
の
笑
顔
に

自
分
と

向
き
合
っ
て
見
る

高
い
窓
か
ら

見
る
桜
の
ピ
ン
ク

ほ
こ
ら
し
げ
に

巡
る
季
節
を

教
え
て
く
れ
る

駅
前
通
り

老
桜
の
株
の
元

ひ
っ
そ
り

二
・
三
輪
咲
い
て

可
愛
す
ぎ
て
足
止
ま
る

秋
の
日
暮
れ

窓
に
灯
り
が

ひ
と
つ
ま
た
一
つ

胸
が
キ
ュ
ン
と

痛
く
な
る

買
援
隊
で

偶
然
に
逢
っ
た

看
護
婦
さ
ん

葱
な
ど
買
っ
て

主
婦
の
顔

桜
台
駅
前
通
り
は

桜
並
木

落
ち
葉
を

拾
っ
て

手
帳
に
は
さ
む

�

【
川
上
　
幸
子
】

家
で
つ
ま
づ
き
肩
を
う
ち

公
園
で
転
ん
で
顎
を
う
ち

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で

三
度
の
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

今
年
は
当
た
り
年
か
な

一
日
の
始
ま
り

足
元
に

ま
と
わ
り
つ
く
外
猫

え
さ
を
与
え
る

私
の
楽
し
い
日
課

�

【
中
野
　
信
子
】

炊
飯
器
の
中
で

古
代
よ
り
目
覚
め

一
晩
で
お
赤
飯
に

ツ
タ
ン
カ
ー
メ
ン
の
豆
は

初
夏
の
ロ
マ
ン

春
色
の
公
園
で

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

マ
ス
ク
も

今
日
は

桜
色

満
開
の
桜

春
一
色
の
公
園

デ
モ
　
テ
レ
ビ
の
中
の

幼
子
の
ブ
ル
ー
の
瞳
は

涙
で
あ
ふ
れ
て
た

一
言
ひ
と
こ
と
し
ぼ
り
だ
す

妹
の
言
葉

声
は
喉
か
ら
で
は
な
い

心
か
ら
出
す
の
だ
と
…

正
座
し
て
深
夜
の
声
を
き
く

電
話
の
お
し
ゃ
べ
り
も

貴
女
の
リ
ハ
ビ
リ

風
鈴
の
音
の
よ
う
な

笑
い
声

も
う
す
ぐ
秋
風
と
聞
こ
え
て
く
る
よ
！



「椿
ちんざん
山」は、地域のスポンサー各位のご協力により発行されております。

筑 紫 野 市 シ ニ ア 連 第 87号（24）令和 5年 1月 1日

私たちは筑紫野市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

これが私の生きがいこれが私の生きがい

免許取り立て免許取り立て

糸島半島へ子供が食事に誘ってくれました。糸島半島へ子供が食事に誘ってくれました。
妻との最後のドライブになりました。妻との最後のドライブになりました。

衣 食 住 付 き で 月 3 千 円。衣 食 住 付 き で 月 3 千 円。
北海道の果樹園時代北海道の果樹園時代

震災前の福島三春町。震災前の福島三春町。

金婚式記念旅行。トワイライト・エクスプレスの旅金婚式記念旅行。トワイライト・エクスプレスの旅

昭和 41 年　国鉄久留米駅（当時）で昭和 41 年　国鉄久留米駅（当時）で

趣味のカメラで60年 〜カメラは古い友達〜
　オリンパスペンから始めた思い出のフォトページに　オリンパスペンから始めた思い出のフォトページに
行く先々の風景、出会いが蘇る、その時の会話が聞こえてくる。行く先々の風景、出会いが蘇る、その時の会話が聞こえてくる。
　健康で 80歳、今は亡き妻に感謝しこれからも楽しみたい。　健康で 80歳、今は亡き妻に感謝しこれからも楽しみたい。
　人生は瞬きの如し、カメラのシャッターのように一瞬。　人生は瞬きの如し、カメラのシャッターのように一瞬。

針摺東シニアクラブ（豊満会）　古賀　征治

70代
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東北 16 日間の旅。東北 16 日間の旅。

四国お遍路四国お遍路

60代

10代


